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住民が安心して住み続けられるための地域医療を！

地域医療を守る共同行動
みやぎ連絡会

News
2023.3.10.FRI No.127

STOP！精神医療センター富谷移転〟2･23 みやぎユーザーズアクション
Nothing about us without us!

2･23 みやぎユーザーズアクション宣言

精神科病院協会、診療所協会等の業界団体、精神障害者のくらしと医療を考える仙南ネットワーク
等の市民団体、県精神保健福祉審議会などの有識者会議での議論等、各界各層の反対の声を無視して、
村井知事は県立精神医療センターの移転を強行しようとしています。

「入院医療中心から地域生活中心へ」と精神医療体制の転換を国がうちだしてから約20年。精神
医療センターがある仙南地区では、精神障害者が地域で生活するための住まいや社会資源などをはじ
めとした生活基盤が整い、いまだ差別や偏見の残滓があるとはいえ、共生社会がはぐくまれつつあり
ます。

いま、精神科病院に求められるのは、入院中心の社会防衛的な強制医療ではなく、地域での治療生
活を支えるケアシステムの一翼としての役割なのです。

ひるがえって、県の移転計画地である富谷市明石台はどうでしょうか。
まず、仙南地区から通院するとなると、車で往復約2時間、公共交通機関だとJR、地下鉄、バスを

乗り継いで最低でも往復2千円程度の運賃がかかります。これでは、毎日通うデイケア利用者は経済
的に到底無理ですし、通院できる利用者もごくごく限られた軽症者になってしまいます。精神医療に
おいては、患者と医者との間で培った治療的信頼関係が必要で、転院して主治医を替えるのは簡単な
ことではありません。

それでは、移転先の富谷市明石台近辺に移り住もうとしたとしましょう。明石台という新興住宅街
には、単身者向けの安いアパートがありません。精神障害者向けのグループホームもありません。精
神障害者向けの福祉事業所も黒川郡まで足を延ばさないとありません。モータリゼーションを前提と
した街づくりのため、自家用車を持たない人の生活は極めて困難です。まさに、ないないづくしです。
この地域精神医療福祉の不毛地帯で私たちにどうやって暮らしていけばいいというのでしょうか。

県はこれらのことを全く考慮していません。村井知事は「富谷は宮城県のへそ。県民優先に考えて
いる。」と述べていますが、精神医療センターのユーザーである私たちは「県民」ではないのでしょ
うか。県は私たちを「県民」ではなく「棄民」として処遇しようとしているとしか思えません。その
証拠に、現在まで、当事者団体や家族会の意見聴取や公開ヒアリングなどの機会は一度たりとも持た
れていないのです。

心ある関係者の努力と地域住民の理解、その長い歴史を経て形成されてきた地域精神医療と福祉の
成果を台無しにし、精神障害者を路頭に迷わす県立精神医療センターの富谷移転に断固反対します。

Nothing about us without us!
私たち抜きに私たちのことを決めるな！
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⁺共同行動みやぎ連絡会 NewsPlus

（注／報道記事転載の為、組織内資料扱）
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